
 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年１０月号（特別号） 

発行者：明昌株式会社 

宮﨑 丹美 

いつもお世話になっております。今回は全国段ボールセミナーにご来場されましたお客様向けに、明昌がこれまで発

行してきた DMの中で、「コスト」「安全面」「SDGｓ」について詳しく書かれた厳選 4 枚のＤＭを集約しました。 

今の時代だからこそ取り組むべき内容が沢山詰まっておりますので、ぜひとも一度ご参照いただき、段ボール業界の

発展に役立つきっかけになればと、明昌一同心より願っております！ 

資材コストが高騰している中、経費削減を迫られる工場が増えてきています。 

経費削減する上で、従来使ってきた洗浄剤を安価なものに変えるお客様も増えてきているのも事実です。

でも、その結果、印刷ロスが増えたり、インキ回収が遅くなったり、回収率が下がったり…と良い結果

を聞いていません。日常消費する資材をいかに無駄遣いしないか。上手に運用するか。もしかしたら、

目先の経費削減が結果としてコストアップの原因になっている可能性もありますよ！ 

まず考え方として『経費削減＝無駄遣いを防ぐ』としてみましょう。もちろん、安いものに変えること

も経費削減に繋がるのですが、上記のように不具合に繋がるリスクもあるということです。 

つまり、『修理費用がかかっているかも？』『故障しやすい環境になっているかも？』と想像して頂きた

いのです。無駄遣いを防ぐためには、『困らない、ロスが出ない環境にする』取り組みが必要です。 

経費削減したい！ 

日常消費する資材 

（例えばインキ・シート）

をいかに抑えるか？ 

 

ロスを出さない取り組み。 

 短時間に出来る工夫。 

環境改善＆意識改革！ 

 

シートロスを予防する 

予防策 

・ガムピッチ汚れの除去 

・熱板やガイドローラーの汚れの除去 コルファインＥＸで 

簡単清掃して解消！ 

インキ使用量を抑える 

予防策 

・インキコントロール 

・インキの回収率ＵＰ 

 

 

日々の循環洗浄と 

インキ撹拌で解消！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オクセル洗浄剤の中でも『濃縮タイプ』があります。これはオクセルシリーズの中で『最も濃い』タイプ

になります。もちろんアニロックスロールを効果的に洗うために開発されたシリーズで、１か月間繰り返

し同じ洗浄剤を循環できるものになっています。アニロックスロールを効果的に洗える期間としては１か

月を明示しているのですが、「これだけではもったいない！」と我々は思っています。アニロックスロール

用に１か月間継続使用した後、絶対に捨てないでください！他のものにリユースしまし

ょう！ 
どんな用途に使えるのか、ご紹介していきます。 

インキ缶 

機械回り（カバー） 印版 

機械回り 

（インキ缶置き場） 

タイヤ痕 

グレーチング 

機械回り（版胴） アニロックスロ

ール 

『オクセルは価格が高いから』というお声を耳にしますが、それは効果的に使えてい

ないかもしれません！ 

オクセル洗浄剤を効果的に使うことでSDGｓの取り組みにも繋がります。 

 

アニロックスロールで１か月間使用したものは、捨てずに機械周辺の洗浄やインキ缶洗浄、グレーチ

ング、タイヤ痕（度合いによります）にそのまま使用できます。また５倍以上に希釈すれば印版洗浄

にも使えます。 

 

『真っ黒になった洗浄剤を再利用するのは、ちょっと抵抗がある』なんて言わずに、 

SDGｓの精神で最後まで無駄なく使ってください！ 

きっと、オクセルの実力を実感して頂けますし、確実に経費削減に繋がります！ 

 
その上、「色んなものに使える」ということは、「洗う物によって洗浄剤を変えなくていい！」 

ということになり、SDS管理やリスクアセスメントなども楽になります！ 

 

こんなに 

色んなものに 

使えます！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

濃度アップしても結果として… 

 

 

 

 

 

 

「インキディスペンサーで作っているから…。」 

「高希釈タイプのインキを使っているから…。」 

インキの成分バランスは本当に大丈夫でしょうか？ 
 

インキの組成について、もう少し触れてみましょう。 

 

インキの使用量増加⇒原単位悪化 

インキ飛散の増加⇒印刷機周辺の汚れ 

印版のインキが取れにくくなる⇒印版の劣化、印刷不良 

インキ回収が遅くなる⇒時間のロス 

顔料とビヒクル（樹脂で、顔料を分散して印刷素材に転移、定着させる働きがあります。）、添加物

（消泡剤など）の混合によって作られています。全てが混ざり合うことによって、発色・定着性（乾

燥性など）が得られるのですが、インキは、静置すると沈殿し、チキソトロピック（ゲル

をかきまぜると流動性のゾルに変わり、放置しておくと再びゲルに戻る性質。）を起こします。こ

れは、常時の一定の撹拌をすることによって、簡易にそれらの作用を防ぐこと

ができます。また、フレキソインキには、泡立ちを防ぐ消泡剤が混入されていますが、分散し

てしまうと、その作用は低減し、泡立ちに繋がります。 

弊社の調査では、冬季の夕方に調整したインキ粘度は、１２時間後には分離し、

およそ３～４秒も上昇することが確認されております。よって、８秒設定で調整されたイン

キであっても、使用する前にインキ粘度を確認し、調整することが重要です。 

目詰まりしている状態 

インキ粘度８秒 

右の色まで近づけるためには… 

インキ粘度を上げる 

http://kotobank.jp/word/%E3%82%BE%E3%83%AB?dic=daijisen
http://kotobank.jp/word/%E6%94%BE%E7%BD%AE
http://kotobank.jp/word/%E6%80%A7%E8%B3%AA


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明昌株式会社 

〒５３２－００１１ 大阪府大阪市淀川区西中島１－１４－１０（阪急電車・南方駅から徒歩１分） 

ＴＥＬ：06－6304－8340 ＦＡＸ：06－6305－6788 E-ｍａｉｌ：contact@meisho-c.co.jp 
 

 

 

http://www.meisho-c.co.jp 

まずは『日常洗浄』です。目詰まり対策には必須！オクセル洗浄剤で毎日１０分！ 

次に、『インキコントロール』です！ 

インキの成分が分散された状態をキープすることで、成分状態が安定するだけでなく、 

アニロックスロールの目詰まり改善にも繋がります。 

導入頂いたお客様から導入後１年経過後のインキ原単位を教えて頂きました。 

 

印刷機１台（３色機チャンバータイプ）で検証 

インキ：高濃度タイプ 

この条件で、導入前と比較して年間－０．１３５！ 

高濃度タイプのインキであることを考慮しても、なんと５％ダウンです！ 

この差は大きいと思いませんか？ 
 

チャンバータイプのような高速機では、インキのホイップ状の泡立ち（あげっぱなしの墨など）によ

って、チャンバー内部のインキセンサーが誤作動して、十分なインキ供給が出来ていない状態によっ

て、かすれなどの印刷不良が起こる可能性があります。 

インキ缶に据え置きして、常時撹拌すれば泡立ち防止に繋がります！ 

 

別のお客様では、こんな結果も！ 
『今までインキ缶の底に沈殿していたインキは捨てるか、残インキにしていたけど、MIX スパイラル

を使うようになって、インキ原単位が年間１５％も低減した！』 

年間１５％！すごくないですか？  
白顔料は墨インキ以外の色インキに入っていますから、 

確実に沈殿しています。これをしっかりと混ぜて使う 

ことでインキ原単位は確実に下がります！ 

「棒で混ぜているから」「電動のハンドドリルで混ぜているから」 
というお声も多数お聞きします。 

しっかりと撹拌するには、10秒程度では無理です！散らしているだけです！ 

MIXスパイラルは、エアツールですので、エアに接続してインキ容器にセットするだけです。 

白インキで６０秒程度、その他 30 秒程度でしっかりと混ざります。ハンドドリルだと、倍程度の時

間撹拌していなければ混ざりません！ 

MIXスパイラルは１日８時間の継続使用が可能ですから、墨ユニットなどに常時使って頂けます。  

PP缶用と一斗缶用、タンク用にも対応できるオプションもあります。糊の撹拌にもお勧めですよ！ 


